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表紙

第15期
定時株主総会招集ご通知

証券コード　3647

決議事項

第１号議案 定款一部変更の件

第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除

く）４名選任の件

議決権行使期限

2025年11月21日（金曜日）午後６時まで

　

日時

場所

2025年11月25日（火曜日）午前10時

（受付開始：午前９時30分）

東京都品川区北品川四丁目７番36号

東京マリオットホテル地下１階

「アイリス/カメリア」

（前回と会場が異なっております）

　

株式会社ジー・スリーホールディングス
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狭義の招集通知

株 主 各 位 証券コード　3647
（発送日） 2025年11月 ７日

（電子提供措置の開始日） 2025年10月31日
東京都品川区東品川二丁目3番14号

株式会社ジー・スリーホールディングス
代表取締役社長 山元秀樹

【当社ウェブサイト】
https://www.g3holdings.com/

【株主総会　掲載ウェブサイト】
https://d.sokai.jp/3647/teiji/

【東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）】
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?show=Show

第15期定時株主総会招集ご通知
拝啓　日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、当社第15期定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご案内申し上げます。
本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）について電子提供

措置をとっており、インターネット上の以下の各ウェブサイトに掲載しておりますので、いずれかのウェブサイ
トにアクセスのうえ、ご確認くださいますようお願い申し上げます。

（上記ウェブサイトにアクセスいただき、メニューより「ＩＲ・投資家情報」「株主総会関連」を順に選択い
ただき、ご確認ください。）

（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「ジー・スリーホールディングス」
又は「コード」に当社証券コード「３６４７」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類/ＰＲ情報」を順に選
択して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知/株主総会資料」欄よりご確認ください。）

なお、書面又はインターネットにより議決権を行使される場合は、お手数ながら株主総会参考書類をご検討の
うえ、後述のご案内に従って2025年11月21日（金曜日）午後６時までに議決権を行使してくださいますよう
お願い申し上げます。

敬　具

－ 1 －
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狭義の招集通知

■1 日　　時 2025年11月25日（火曜日）午前10時（受付開始：午前９時30分）
■2 場　　所 東京都品川区北品川四丁目７番36号

東京マリオットホテル地下１階　「アイリス/カメリア」
（前回と会場が異なっておりますので、ご来場の際は、末尾の『株主総会会場ご案内図』をご参
照のうえ、お間違えのないようにご注意ください。）

■3 目的事項 報告事項 １．第15期（2024年９月１日から2025年８月31日まで）事業報告、連結計算書
類並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件

２．第15期（2024年９月１日から2025年８月31日まで）計算書類報告の件
決議事項 第１号議案　定款一部変更の件

第２号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く）４名選任の件
■4 議決権の行使等につい
てのご案内 ３頁～４頁に記載の【議決権行使のご案内】をご参照ください。

■5 電子提供措置事項に関
する事項

（１）電子提供措置事項のうち、次の事項につきましては、法令及び当社定款第16条の規定に
基づき、書面交付請求をいただきました株主様に対して交付する書面に記載しておりません。従
って書面交付請求をいただきました株主様に対して交付する書面は、会計監査報告及び監査報告
を作成するに際し、会計監査人及び監査等委員会が監査をした対象書類の一部であります。
①事業報告の「主要な事業内容」「主要な事業所」「使用人の状況」「主要な借入先の状況」

「新株予約権の状況」「会計監査人の状況」「業務の適正を確保するための体制」「業務の適
正を確保するための体制の運用状況の概要」「会社の支配に関する基本方針」

②連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」「連結注記表」
③計算書類の「株主資本等変動計算書」「個別注記表」
（２）ご返送いただいた議決権行使書において、議案につき賛否の表示をされない場合は、賛の
表示があったものとして取り扱います。

当日ご出席の際は、お手数ながら本招集ご通知とあわせてお送りする議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し上
げます。
また、電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記インターネット上の各ウェブサイトにおいて、その旨、修正前の事項及び修正後の事項
を掲載いたします。

記

以　上

－ 2 －



2025/10/28 12:29:13 / 25235001_株式会社ジー・スリーホールディングス_招集通知_電子提供措置用

議決権行使のご案内

議決権行使のご案内
株主総会における議決権は、株主の皆様の大切な権利です。
株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願い申し上
げます。
議決権を行使する方法は、以下の3つの方法がございます。

株主総会にご出席する方法 書面で議決権を行使する方法
当日ご出席の際は、お手数ながら、本招集ご通
知とあわせてお送りする議決権行使書用紙を会
場受付へご提出ください。

本招集ご通知とあわせてお送りする議決権
行使書用紙に議案に対する賛否をご表示の
うえ、ご返送ください。

株主総会開催日時 行使期限

2025 年 11 月 25 日(火曜日)
午前10時（受付開始9時30分）

　

2025 年 11 月 21 日(金曜日)
午後６時到着分まで　

インターネットで議決権
を行使する方法
次頁の案内に従って、議案に対する
賛否をご入力ください。

行使
期限

2025 年 11 月 21 日(金曜日)
午後６時完了分まで　

書面及びインターネットにより重複して議決権行使をされた場合は、インターネットによる議決権行使を有効な
議決権行使としてお取り扱いいたします。
また、インターネットにより複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使とし
てお取り扱いいたします。

－ 3 －



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

2025/10/28 12:29:13 / 25235001_株式会社ジー・スリーホールディングス_招集通知_電子提供措置用

議決権行使のご案内

インターネットによる議決権行使のご案内

QRコードを読み取る方法
「スマート行使」

議決権行使コード・パスワードを
入力する方法

三井住友信託銀行　証券代行ウェブサポート 専用ダイヤル
電話番号：0120－652－031（フリーダイヤル）

（受付時間　午前9時～午後9時）

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

議決権行使
ウェブサイト https://www.web54.net

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。4

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

「次へすすむ」を
クリック

議決権行使書用紙に記載された
「議決権行使コード」をご入力ください。

2

「議決権行使コード」
を入力

「ログイン」を
クリック

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

「スマート行使」での議決権行使は１回に限り
可能です。
議決権行使後に行使内容を変更する場合は、お手数ですが
PC向けサイトへアクセスし、議決権行使書用紙に記載の
「議決権行使コード」・「パスワード」を入力してログイン、
再度議決権行使をお願いいたします。
※‌�QRコードを再度読取っていただくと、PC向けサイトへ
遷移出来ます。

議決権行使書用紙右下に記載のQRコードを読取ってください。1
議 決 権 行 使 書

御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

○○○○○○○

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

議 決 権 行 使 書
御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

○○○○○○○

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

※‌�「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

議決権行使コード及びパスワードを入力することなく議決権行使
ウェブサイトにログインすることができます。

議決権行使書用紙に記載された
「パスワード」をご入力ください。

3

「パスワード」
を入力
実際にご使用になる
新しいパスワードを
設定してください

「登録」をクリック

－ 4 －
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定款一部変更の件

現 行 定 款 定 款 変 更 案

（商号） （商号）
第１条 当会社は、株式会社ジー・スリーホールディ

ングスと称し、英文ではG Three Holdings 
CORPORATIONと表示する。

第１条 当会社は、株式会社アスリナと称し、英文で
はASULINA Co.,Ltd.と表示する。

（新設） 附　則
２.　（商号変更の効力発生）

定款第１条（商号）の変更は、2026年２月
１日に効力が生ずるものとし、本条の規定
は、商号変更の効力発生日経過後、これを削
除する。

株主総会参考書類

第１号議案　定款一部変更の件
１. 提案の理由

　今後当社が目指していく経営ビジョンにふさわしい社名に変更いたしたく、現行定款第１条
（商号）を変更し、当社の商号を「株式会社ジー・スリーホールディングス」から「株式会社
アスリナ」に変更するものであります。なお、商号変更につきましては、2026年２月１日を
もって効力を生じるものとし、その旨を附則２で規定するものであります。また、本附則は、
商号変更の効力発生をもって、これを削除するものといたします。

２. 変更の内容
　変更の内容は次のとおりであります。

（下線は変更部分を示します。）

－ 5 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く）選任議案

候補者番号 氏　名 当社グループにおける地位及び担当等

1 や まも と

山 元  
ひ で き

秀 樹 代表取締役社長 再 任
　

2 たか はし

髙 橋  
りょ うま

龍 馬
取締役経営管理本部長
日本グリーン油田開発株式会社 取締役 再 任

　

3 はしもと

橋本 
ま き お

真樹夫 再 任
　

4 いずみ

泉
 

 
 

 
 

  
 

 
のぶ

信
 

 
ひこ

彦 再 任
　

再 任
　

再任取締役候補者

第２号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く）４名選任の件
　現在の取締役（監査等委員である取締役を除く）全員（４名）は、本定時株主総会の終結の時をも
って任期満了となります。
　つきましては、取締役（監査等委員である取締役を除く）４名の選任をお願いするものでありま
す。
　取締役（監査等委員である取締役を除く）候補者は、次のとおりです。

－ 6 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く）選任議案

候補者
番 号

氏 名
（ 生  年  月  日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する当社
の 株 式 数

１
や ま も と
山  元

 

　
ひ で き
秀  樹

(1953年７月11日生)

    1996年    2 月 株式会社ネクサス 入社 財務部長
    2000年    9 月 同社 常務取締役 経営戦略本部 財務統括 経営企画 公開準備室担当
    2003年    6 月 同社 取締役常務執行役員兼財務最高責任者
    2005年    6 月 SBIリアルマーケティング株式会社 代表取締役
    2007年    9 月 株式会社オーバービュー 代表取締役 (現任)
    2012年    7 月 株式会社ジェヌインＲ&D 取締役 (現任)
    2012年    7 月 カンサイ建装工業株式会社 監査役 (現任)
    2016年    2 月 オーバービューコンサルティング株式会社 代表取締役
    2017年    3 月 Nexus Bank株式会社 取締役
    2022年    11月 当社 取締役
    2024年    11月 当社 代表取締役社長 (現任)

－株

（取締役候補者とした理由）
　山元秀樹氏は、主に財務・新規事業担当取締役として、リスク管理及びコンプライアンスの視点か
ら、財務面、経営管理及び事業構築の役割を担うとともに、再生可能エネルギー分野及び蓄電事業分
野の知見に基づいた事業の推進と、新規事業創出を行っております。当社の事業再構築に主導的な役
割を担っており、グループ全体の業務執行及び事業構築の推進の統括と、企業価値の更なる向上を期
待できることから、引き続き取締役候補者としての選任をお願いするものです。

２
たか

髙
 

 
 

 
はし

橋
 

　
りょう

龍
 

 
 

 
ま

馬
(1976年11月16日生)

    2000年    12月 有限会社ラビットスタジオ 入社
    2006年    6 月 株式会社アールツーマーケティング 入社
    2009年    9 月 株式会社アルファクス･フード･システム 入社
    2020年    11月 株式会社イントランス 入社 管理部総務課 内部監査室室長
    2022年    10月 当社 入社 管理本部総務課長
    2023年    11月 当社 管理本部経営管理部長
    2024年    7 月 日本グリーン油田開発株式会社 監査役
    2024年    9 月 日本グリーン油田開発株式会社 取締役 (現任)
    2024年    11月 当社 管理本部管理本部長
    2025年    8 月 当社 取締役経営管理本部長 (現任)

－株

（取締役候補者とした理由）
　髙橋龍馬氏は、管理部門における豊富な業務経験を有しており、当社経営管理本部長としてＩＲ領
域をはじめ、コーポレートガバナンス体制の維持・強化に関する業務等に取り組んでおります。当社
グループ全体の業務執行体制及び内部管理体制構築の推進役として、経営及び企業価値向上への貢献
が期待できることから、引き続き取締役候補者として選任をお願いするものです。

－ 7 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く）選任議案

候補者
番 号

氏 名
（ 生  年  月  日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する当社
の 株 式 数

３
はしもと
橋 本

 
　

ま き お
真樹夫

(1962年11月15日生)

    1986年    4 月 太平洋証券株式会社 (現 三菱UFJモルガン・
スタンレー証券株式会社) 入社

    1993年    11月 株式会社守谷商会 入社
    1996年    8 月 有限会社グリーンランド 設立 代表取締役
    2008年    4 月 日本アジア証券株式会社 (現 アイザワ証券株式会社) 入社
    2016年    10月 同社 引受部部長
    2018年    7 月 同社 本店営業部コーポレートグループ 部長
    2021年    9 月 日本信用情報サービス株式会社 顧問
    2022年    1 月 DHD株式会社 設立 代表取締役 (現任)
    2022年    11月 当社 常勤監査等委員である社外取締役
    2023年    5 月 一般社団法人ウィーン国際音楽文化協会 理事 (現任)
    2024年    8 月 株式会社ラックランド 監査等委員である社外取締役 (現任)
    2025年    8 月 当社 取締役 (現任)

1,000株

（取締役候補者とした理由）
　橋本真樹夫氏は、証券会社における長年の経験と実績を有しており、既存事業の推進と、新規事業
創出において、コーポレートガバナンスの視点に基づいた業務執行及び事業構築の推進役としての貢
献が期待できることから、引き続き取締役候補者として選任をお願いするものです。
なお、同氏は2022年11月から2025年8月までの間、当社の社外取締役監査等委員でした。

４
いずみ

泉
 

　
のぶ

信 
 

 
ひこ

彦
(1966年３月11日生)

    1990年    4 月 株式会社愛媛銀行 入行
    1997年    9 月 株式会社ロプロ(現 株式会社日本保証) 入社
    2007年    6 月 同社 取締役
    2008年    6 月 同社 常務取締役
    2009年    6 月 同社 常務執行役員
    2014年    11月 株式会社フォーサイド 取締役会長
    2015年    6 月 アドアーズ株式会社(現 株式会社KeyHolder)社外取締役
    2017年    2 月 株式会社横浜フリエスポーツクラブ 取締役副会長 (現任)
    2017年    4 月 株式会社デジタルデザイン(現 Ｊトラスト株式会社) 社外監査役
    2020年    6 月 株式会社プロスペクト(現 Ｊトラスト株式会社) 取締役
    2020年    7 月 同社 専務取締役
    2020年    9 月 キーノート株式会社(現 株式会社グローベルス) 監査役
    2020年    10月 株式会社プロスペクト(現 Ｊトラスト株式会社) 代表取締役
    2022年    12月 株式会社フォーサイド 取締役 (現任)
    2023年    2 月 Ｊトラスト株式会社 常務取締役
    2023年    2 月 Ｊトラストグローバル証券株式会社 取締役
    2024年    5 月 株式会社シーズメン(現 スターシーズ株式会社)代表取締役会長 (現任)
    2025年    8 月 当社 取締役 (現任)

23,000株

（取締役候補者とした理由）
　泉信彦氏は、過去に様々な企業において取締役及び代表取締役等を歴任し、会社経営の指導者とし
て数々の組織をまとめあげた経歴を有しており、当社においても組織力強化を図る推進役としての貢
献が期待できることから、引き続き取締役候補者として選任をお願いするものです。
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取締役（監査等委員である取締役を除く）選任議案

（注）１. 各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２. 当社は、保険会社との間で、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契

約を、当社が保険料の全額を負担し締結しております。当社及び当社子会社の取締役（監
査等委員を含む）、執行役員及び管理職従業員を被保険者とし、これらの役職の立場で行
った行為による損害賠償金及び争訟費用等を填補いたします。2025年10月に同様の内容
で契約を更新しております（次回更新時においても、同内容での更新を予定しておりま
す）。各候補者の選任が承認され取締役に就任した場合、各候補者は当該保険契約の被保
険者となります。

３. 取締役（監査等委員である取締役を除く）候補者の決定にあたっての方針と手続
当社は、社会の基盤作りを担う責任ある企業として、企業の持続的な成長と中長期的な企
業価値の向上を図るため、経営の監督と執行の分離を進め、外部の視点を含めた健全性・
透明性の高い監督の実現と、業務執行の効率性・機動性の向上を目指しております。
この実現に向け、当社の取締役（監査等委員である取締役を除く）として、当社の業務執
行に関する豊富な経験と経営者としての視点を持ちつつ、当社経営の根幹に携わる人物を
提案しております。
取締役（監査等委員である取締役を除く）候補者の指名にあたっては、独立役員である社
外取締役監査等委員を中心とした指名委員会（ただし、会社法第２条第12号に定める指
名委員会とは異なる当社任意機関の通称として用いております）により候補者を指名し、
取締役会において決定しております。
指名委員会は、慎重な審議・検討を行いました結果、すべての候補者は適任であると判断
し指名しております。

－ 9 －
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監査等委員である取締役選任議案

ご参考

本定時株主総会終了後の取締役スキル・マトリックス　（予定）

氏名 地位、担当等（予定）

特に期待する知見・経験

ガバナンス 企業経営
営業・

マーケテ
ィング

環境エネ
ルギー

ＩＴ・
デジタル・

テクノロジー

法務・
リスク

マネジメント
財務

社内

山 元　秀 樹 代 表 取 締 役 社 長 ● ● ● ● ●
髙 橋　龍 馬 取締役経営管理本部長 ● ● ● ●
橋本　真樹夫 取締役 ● ● ●

泉 　信 彦 取締役 ● ● ● ● ●

社外
河 野　芳 隆 独立社外取締役（常勤監査等委員） ● ●
阪 井　大 独立社外取締役（監査等委員） ● ●

布 施　恭 祐 独立社外取締役（監査等委員） ● ● ●

以　上

－ 10 －
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当事業年度の事業の状況

(2024年 9 月 1 日から
2025年 8 月31日まで)
事　 業　 報　 告

Ⅰ. 企業集団の現況
1. 当連結会計年度の事業の状況

(1) 事業の経過及び成果
当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用及び所得環境の改善やインバウンド需要の増加

がみられ、緩やかに景気が回復する動きがみられました。一方で、ロシア・ウクライナ情勢や
中東地域をめぐる情勢の長期化、原材料・エネルギー価格の高騰、物価の上昇、世界的な金融
資本市場の影響や中国経済の懸念など、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループが主要事業とする再生可能エネルギー業界におきまして、脱炭素社会の実現に
向けた国内外の政策支援や技術革新が進展し、太陽光発電、系統用蓄電池など多様な電源の導
入が加速しています。国内においては、2025年２月に閣議決定された第７次エネルギー基本
計画において、2040年度までに温室効果ガス排出量を73％削減する目標が掲げられ、再生可
能エネルギーを主力電源として最大限導入する方針が示されました。これにより、地域分散型
電源の整備や系統安定化技術へのニーズが高まっており、引き続き持続可能なエネルギー供給
体制の構築が求められております。

そのような環境のなか、当連結会計年度において展開した取組みは以下のとおりです。

（ⅰ）稼働中の太陽光発電所の仕入販売
（ⅱ）太陽光発電所の運営による売電
（ⅲ）太陽電池モジュール等の発電関連商材の仕入販売
（ⅳ）太陽光発電所及び小水力発電所の運営管理業務の受託
（ⅴ）非常用ガスエンジン発電機の開発
（ⅵ）健康食品及び一般医療機器の仕入販売
（ⅶ）基礎化粧品の仕入製造販売
（ⅷ）菜種によるバイオ燃料及び化粧品原材料等の製造販売

上記事業について継続的に推進し発展させるとともに、系統用蓄電所及びポータブル蓄電池
等の新たな事業領域の開拓に取り組み、収益基盤の強化を図っております。

－ 11 －
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当事業年度の事業の状況

以上の結果、当連結会計年度における売上高は606百万円（前期比134.1％増）となりまし
た。主な要因としては、当連結会計年度では、販売用不動産として保有している太陽光発電所
を売却したことによる売上が計上されたためであります。

損益の状況については、太陽光発電所の売却と固定費の削減による販売費及び一般管理費の
圧縮を実現したものの、サステナブル事業における健康食品、基礎化粧品及び一般医療機器の
販売数量が減少したこと等から、連結営業損失は299百万円（前期は666百万円の損失）、連
結経常損失は311百万円（前期は680百万円の損失）と営業損益、経常損益ともに損失の計上
となりました。また、子会社において減損損失及び解約違約金を計上したことから、親会社株
主に帰属する当期純損失は315百万円（前期は742百万円の損失）となりました。

当連結会計年度におけるセグメント毎の経営成績は以下のとおりです。

（再生可能エネルギー事業）
再生可能エネルギー事業は、太陽光発電所を販売しつつ、その他の発電所の売電収入などに

より、売上高は579百万円（前期比307.2％増）、セグメント損失（営業損失）は５百万円
（前期は360百万円の損失）となりました。

（新規エネルギー事業）
新規エネルギー事業は、非常用ガス発電機等の商品化に向けた開発活動及び新規事業領域に

おけるビジネスの創出を行いました。当連結会計年度においては、引き続き費用が先行し、セ
グメント損失（営業損失）は０百万円（前期は５百万円の損失）となりました。

（サステナブル事業）
サステナブル事業は、基礎化粧品及び健康食品の仕入販売、感染予防のための消毒機器のＯ

ＥＭ供給事業などにより、売上高は27百万円（前期比76.8％減）、セグメント損失（営業損
失）は24百万円（前期は36百万円の利益）となりました。

－ 12 －
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当事業年度の事業の状況

(2) 剰余金の配当等に関する方針
当社グループは、株主の皆様に対する利益還元を重要な経営課題のひとつと位置付けてお

り、将来の事業展開と経営成績及び財務状態等を勘案しながら配当を実施することを基本方
針としております。しかしながら、2025年８月期の配当につきましては、①前々連結会計
年度から３期にわたって重要な営業損失、経常損失、親会社株主に帰属する当期純損失を計
上したこと、②新規事業の構築に手元資金が必要なことなどから、期初の予想の通り無配と
させていただきます。

なお、2026年８月期の配当につきましては、現時点では未定であります。

(3) 設備投資の状況
①当連結会計年度中に取得した主要設備

特記すべき事項はありません。
②当連結会計年度において継続中の主要設備の新設、拡充

特記すべき事項はありません。
③当連結会計年度中に実施した重要な固定資産の売却、撤去、滅失

特記すべき事項はありません。

(4) 資金調達の状況
該当事項はありません。

(5) 事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
該当事項はありません。

(6) 他の会社の事業の譲受けの状況
該当事項はありません。

(7) 吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
該当事項はありません。

(8) 他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
該当事項はありません。

－ 13 －
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直前３事業年度の財産及び損益の状況、重要な親会社及び子会社の状況

区 分 第12期
(2022年８月期)

第13期
(2023年８月期)

第14期
(2024年８月期)

第15期
(当連結会計年度)
(2025年８月期)

売 上 高 (千円) 1,926,617 1,187,284 259,129 606,547

経常利益又は経常損失(△ ) (千円) 38,367 △269,767 △680,338 △311,779

親 会 社 株 主
に帰属する当期純損失(△ ) (千円) △452,894 △488,081 △742,621 △315,727

１株当たり当期純損失(△ ) (円) △26.89 △28.98 △42.24 △17.21

総 資 産 (千円) 2,932,926 2,140,107 1,550,708 1,223,824

純 資 産 (千円) 2,020,379 1,531,865 1,016,284 695,747

１ 株 当 た り 純 資 産 額 (円) 119.95 90.96 54.89 37.81

2. 財産及び損益の状況

（注）１．１株当たり当期純損失（△）は、期中平均発行済株式総数により、１株当たり純資産額は、期末発行
済株式総数に基づき算出しております。

会 社 名 資 本 金 当社の議決権比率 主要な事業内容

株式会社ジー・スリーファクトリー 10,000千円 100.0％ サステナブル事業

3. 重要な親会社及び子会社の状況
(1) 親会社の状況

該当事項はありません。

(2) 重要な子会社の状況

－ 14 －
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対処すべき課題、その他企業集団の現況に関する重要な事項

4. 対処すべき課題
当社グループでは、他社との差別化を図り、持続的な成長の実現と収益基盤強化のため、以下

の課題について積極的に取り組んでまいります。

(1) 事業ポートフォリオの拡大について
当社グループの事業の中核である再生可能エネルギー事業分野において、固定価格買取制

度（ＦＩＴ制度）の段階的な見直しに伴う未稼働太陽光発電所案件の減少により、物件価格
の高騰が進んでおり、物件の確保や利幅の維持が難しくなる懸念があります。ＦＩＴ案件の
減少に伴い、ＦＩＴを利用しない（Ｎoｎ-ＦＩＴ）事業モデルの開発が盛んに行われてお
り、その中で、第三者が太陽光発電所を所有することにより初期投資を抑えるＰＰＡ
（ Power Purchase Agreement ）モデル等が注目されております。また、再生可能エネ
ルギーの導入拡大に伴い、天候や季節により変動する発電量への対応や、需要の少ない時間
帯に生じる余剰電力増大に伴う発電所の出力抑制の増加など、電力需給バランスの課題が顕
在化しております。こうした課題の解決策として注目されているのが、電力系統に直接接続
された系統用蓄電池であり、市場を通じた調整力や供給力を担う系統用蓄電所の需要が、急
速に高まっており、当社グループは、これまで蓄積してきた再生可能エネルギー事業の知見
と実績を活かし、高い社会需要や成長性が見込まれる系統用蓄電所事業への参入を決定いた
しました。当社グループを取り巻く事業環境を注視しつつ、収益基盤の強化に向け、エネル
ギー事業領域における新展開の検討やシーズの探索、さらに、新たな事業領域及び海外での
事業展開へ進出するための投資を行い事業ポートフォリオの拡大に努めてまいります。

(2) 業務提携や資金調達力、資金調達等の経営戦略について
当社グループの売上・利益の一層の拡大及び経営基盤の安定を図る上で、ビジネスネット

ワークの構築と拡大及び資金調達力の向上は必要不可欠です。そのためにも、当社グループ
事業とのシナジーが期待できる優良な事業に取り組む企業との連携を積極的に推進してまい
ります。また、当社グループが安定的に成長していく過程において、太陽光発電所及び系統
用蓄電所の取得、新規エネルギー事業及びサステナブル事業における研究開発並びに海外で
の事業展開のために相応の資金が必要であり、今後も資金調達の強化と調達方法の多様化に
取り組んでまいります。
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対処すべき課題、その他企業集団の現況に関する重要な事項

(3) 人的資産の強化
当社グループは、営業・企画機能を担う人材を中心に、人的資産の強化が持続的成長の鍵

であると認識しております。これに対応するため、社内外の多様な人材の活用を進めるとと
もに、従業員が働きがいを感じられる魅力的な職場環境の整備に取り組んでおります。

また、地域社会との連携を強化し、地域人材の知見やネットワークを活かした事業推進を
図ることで、地域共生型の企業活動を目指しております。加えて、急速に変化する事業環境
に対応するため、デジタルスキルの向上やリスキリング支援を通じて、従業員の能力開発を
促進し、組織の柔軟性と競争力の向上を図ってまいります。

さらに、企業としての社会的責任を果たすべく、コンプライアンス意識のさらなる向上に
も注力しております。法令遵守はもとより、倫理的な判断力や透明性の高い業務運営を従業
員一人ひとりが実践できるよう、教育・啓発活動を継続的に実施し、信頼される企業風土の
醸成を進めてまいります。

今後も、人的資本を企業価値の源泉と位置づけ、従業員の多様性を尊重しながら、エンゲ
ージメントの向上と持続可能な成長の両立を目指してまいります。

(4) 内部管理体制の強化とコーポレート・ガバナンスの充実
当社は、過去に複数の不適切な会計処理の発生及び売上計上時期の適正性が認められない

会計処理が発生した事態を受けて、2022年３月16日付けで公表した再発防止策並びに
2022年５月20日付けで公表した改善計画・状況報告書の内容に従って、適切な内部管理体
制の構築と運営を進めております。さらに、当社のコンプライアンス及びガバナンス体制を
強化するため設置されたコンプライアンス委員会による監視のもと、再発防止策を継続して
実施する体制を維持することが必要不可欠であると認識し、役職員が一丸となって取り組ん
でおります。引き続き、これらの施策を着実に実行するとともに、適正な内部統制の整備及
び運用の一層の強化に向けて真摯に取り組み、内部管理体制の強化とコーポレート・ガバナ
ンスの一層の充実を図ることが今後も極めて重要であると考えております。
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対処すべき課題、その他企業集団の現況に関する重要な事項

(5) 継続企業の前提に関する重要事象等
当社グループは、前々連結会計年度及び前連結会計年度において売上高が著しく減少して

いる他、2023年８月期から３期連続して重要な営業損失、経常損失、親会社株主に帰属す
る当期純損失を計上しております。また、当連結会計年度においては、営業キャッシュ・フ
ローはプラスに転じて改善したものの、前期に引き続き営業損失、経常損失及び親会社株主
に帰属する当期純損失を計上したことから、依然として継続企業の前提に重要な疑義を生じ
させるような事象又は状況が存在しております。

当該状況を解消又は改善するべく、当社グループは、以下の対応策を実行することによ
り、安定的な収益力の向上及び健全な財務基盤を構築に取り組んでおります。

１．安定的な収益力の向上
①　再生可能エネルギー事業の収益改善（太陽光発電所の売電収入又は物件売却）

当社グループの主力事業である再生可能エネルギー事業は、太陽光発電所の運営による売
電収入の他、発電所の仕入及び売却を行っておりましたが、改めて各太陽光発電所の発電
量、売電収入、維持管理コストを含む収益性を検討し、販売用不動産として売却し事業資金
を獲得するものと、固定資産として保有し売電収入を継続的に獲得していくものとの見直し
を行っております。

販売用不動産として保有する太陽光発電所は、引き続き、売却活動を幅広に進めており、
譲渡代金、売却時期を見極めて収益性と運転資金の確保をしていきます。一方で、固定資産
として保有する太陽光発電所は、従来の委託管理及び従業員による管理も含めた管理コスト
の見直し、現状設備のリパワリングも含めた点検を行い、収益性向上に努めてまいります。

②　新規事業の安定的な収益化及び既存事業の収益改善
当社グループの主力事業である再生可能エネルギー事業は、世界的な石油資源に基づくエ

ネルギーからの脱却を念頭に、強いニーズと社会的意義のある事業として、今後も引き続き
拡大していく分野であると考えております。一方で、日本国内における太陽光発電事業環境
は、国土面積あたり、特に平地面積あたりの太陽光設備容量について、主要国において最大
となっており、今後の国内太陽光発電所の新設数は横ばいになる、と考えられています。ま
た、ＦＩＴ制度の終了に伴い太陽光発電所のセカンダリ販売のマーケットが縮小しており、
今後はＰＰＡによる事業者と需要家をつなぐ契約が進んでいく側面もあります。

このような状況の中、当社グループにおいては既存事業の収益性の確保もしくは収益改善
として、市場を通じた調整力や供給力を担う系統用蓄電所事業への参入や、菜種によるバイ
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対処すべき課題、その他企業集団の現況に関する重要な事項

オ燃料及び化粧品原材料等の製造・販売事業の効果的な収益基盤の構築を進める他、営農型
による安定的な太陽光発電所の確保及び売電収入の獲得を計画しております。また、サステ
ナブル事業における健康食品、基礎化粧品及び一般医療機器の国内外を含めた販路の拡大に
より、収益改善の検討を引き続き進めてまいります。

さらに、新たな資金調達を前提とし、太陽光発電によるグリーンエネルギーを利用する新
規事業の構築も積極的に取り組んでおります。

③　不採算事業の選別
当社グループが推進する事業と事業環境、経営資源の配分、事業進捗等について、検証と

見直しを常に行っております。引き続き、事業環境、事業進捗等に基づいて、手元資金も考
慮した経営資源の配分について見直しを行ってまいります。

２．健全な財務基盤の構築
①　販売費及び一般管理費の見直しによる経費削減

適切な人員配置、役員構成の見直し及び顧問契約・業務委託契約・その他各種契約の見直
し等により、当連結会計年度における販売費及び一般管理費について一定規模の経費削減を
達成しております。これにより固定費の削減が進み、利益率の改善による営業利益の確保し
やすい体質を実現します。

②　運転資金の確保
上記記載の販売用不動産として保有する太陽光発電所は、取引規模が一定以上を有してい

るものもあるため、販売用不動産の売却による資金化は、運転資金の確保に効果があるもの
と見込んでおります。引き続き、物件の売却に向けた活動を行うとともに、エクイティファ
イナンスによる資金調達だけでなく金融機関による調達も含め、幅広い資金調達を検討、協
議を進めてまいります。

しかしながら、依然として前期に引き続き重要な営業損失、経常損失、親会社株主に帰属
する当期純損失を計上している他、新規事業において実際に収益が発生するまでには多少の
時間が必要であり、安定的な収益源となる事業の構築中である点から、現時点では引き続き
継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

5. その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。
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株式の状況

(1) 発行可能株式総数 70,000,000株
(2) 発行済株式の総数 19,373,720株（自己株式1,021,512株を含む）
(3) 株主数 9,986名

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

西 　 村 　  浩 2,960,000株 16.13％

オ ー エ ス シ ー エ ン ジ ニ ア リ ン グ 株 式 会 社 900,000 4.90

Ｓ Ｋ 　 Ｔ Ｅ Ｃ 株 式 会 社 510,000 2.78

株 式 会 社 S B Y デ ジ タ ル プ ロ ダ ク ツ 500,000 2.72

株 式 会 社 シ ン キ 460,400 2.51

楽 天 証 券 株 式 会 社 377,900 2.06

森 　 　 昭 平 330,000 1.80

株 式 会 社 サ ン ラ イ フ コ ー ポ レ ー シ ョ ン 300,000 1.63

成 富 　 直 行 300,000 1.63

陳 　 　 尚 春 294,300 1.60

Ⅱ. 会社の現況
1. 株式の状況（2025年８月31日現在）

(4) 大株主

（注）1. 当社は自己株式を1,021,512株保有しておりますが、上記大株主から除外しております。
2. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。
3. ストック・オプションの行使により、発行済株式の総数は25,000株増加しております。
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会社役員の状況

会 社 に お け る 地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 山 元 秀 樹
株式会社オーバービュー 代表取締役
株式会社ジェヌインＲ&D 取締役
カンサイ建装工業株式会社 監査役

取 締 役 経 営 管 理 本 部 長 髙 橋 龍 馬 経営管理本部長
日本グリーン油田開発株式会社 取締役

取 締 役 橋 本 真 樹 夫
DHD株式会社 代表取締役
一般社団法人ウィーン国際音楽文化協会 理事
株式会社ラックランド 社外取締役 (監査等委員)

取 締 役 泉 信 彦
株式会社横浜フリエスポーツクラブ 取締役副会長
株式会社フォーサイド 取締役
スターシーズ株式会社 代表取締役会長

取締役 (常勤監査等委員) 河 野 芳 隆 －
取 締 役  ( 監 査 等 委 員 ) 阪 井 大 大江・田中・大宅法律事務所

取 締 役  ( 監 査 等 委 員 ) 布 施 恭 祐
布施恭祐公認会計士･中小企業診断士事務所 代表
ａｎｄＡパートナーズ合同会社 代表社員
ａｎｄＡ税理士法人 代表社員

2. 会社役員の状況
(1) 取締役の状況（2025年８月31日現在）

（注） １.取締役（監査等委員）河野芳隆氏、阪井大氏、布施恭祐氏は、社外取締役であります。
 ２.取締役（監査等委員）阪井大氏及び布施恭祐氏は、以下のとおり、財務及び会計、法律知識に関する

相当程度の知見を有しております。
・阪井大氏は、弁護士の資格を有しております。
・布施恭祐氏は、公認会計士、中小企業診断士及び税理士の資格を有しております。

 ３.取締役山之内督宗氏、松田華織氏、松永泰裕氏は、2024年11月26日開催の第14期定時株主総会終結
の時をもって、任期満了により取締役を退任しております。

 ４.取締役（監査等委員）川崎修一氏、横山友之氏、橋本真樹夫氏は、2024年11月26日開催の第14期定
時株主総会終結の時をもって任期満了により退任しております。

 ５.西村浩氏は、2024年９月17日付けで辞任により、当社取締役及び日本グリーン油田開発株式会社の
取締役を退任いたしました。

 ６.森本耕司氏は、2024年９月17日付けで辞任により、当社取締役及び株式会社ジー・スリーファクト
リー取締役を退任いたしました。

 ７.2025年８月29日開催の臨時株主総会において、山元秀樹氏が取締役に選任され、就任いたしまし
た。なお、同氏は2025年８月29日開催の臨時株主総会までの間、会社法第346条第１項の規定に基
づく権利義務取締役でありました。

 ８.2025年８月29日開催の臨時株主総会において、髙橋龍馬氏、橋本真樹夫氏及び泉信彦氏が取締役に
新たに選任され、就任いたしました。なお、橋本真樹夫氏は2025年８月29日開催の臨時株主総会ま
での間、会社法第346条第１項の規定に基づく権利義務取締役（監査等委員）でありました。

 ９.2025年８月29日開催の臨時株主総会において、河野芳隆氏、阪井大氏及び布施恭祐氏が取締役（監
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会社役員の状況

地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

取 締 役 山 之 内 督 宗
取締役経営企画室長
株式会社ジー･スリーファクトリー 代表取締役
日本グリーン油田開発株式会社 代表取締役

取 締 役 松 田 華 織 株式会社ジェクシード 社外取締役

取 締 役 松 永 泰 裕 合同会社ビズサポート 代表社員
松永泰裕税理士事務所 代表

取 締 役  ( 監 査 等 委 員 ) 川 崎 修 一

愛知大学大学院法務研究科 教授
弁護士法人久屋総合法律事務所 代表弁護士
株式会社AVANTIA 社外監査役
株式会社立飛ホールディングス 社外監査役
株式会社SDSホールディングス 社外取締役 (監査等委員)

取 締 役  ( 監 査 等 委 員 ) 横 山 友 之

横山経営会計事務所 代表
株式会社立飛ストラテジーラボ 非常勤執行役員
光ビジネスフォーム株式会社 社外取締役
一般社団法人立飛教育文化振興会 理事長
一般社団法人オークネット財団 評議員
太洋物産株式会社 社外取締役
TRIBAWL株式会社 社外取締役
株式会社BlueSeed 代表取締役
KAOPA株式会社 社外取締役
株式会社ラックランド 社外取締役 (監査等委員)

査等委員）に新たに選任され、就任いたしました。
10.当社は、社外取締役の全員を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け

出ております。
11.当社は取締役（監査等委員）河野芳隆氏、阪井大氏、布施恭祐氏との間で、当社定款及び会社法第

427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しておりま
す。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項に定める額としております。

12.情報収集の充実を図り、内部監査部門等との十分な連携を通じて監査の実効性を高め、監査・監督機
能を強化するために、河野芳隆氏を常勤の監査等委員として選任しております。

13.役員等賠償責任保険契約の内容の概要等
当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結して
おります。当該保険契約の被保険者の範囲は、当社及び当社子会社の取締役（監査等委員を含む）、
執行役員及び管理職従業員であり、被保険者は保険料を負担しておりません。当該保険契約により被
保険者の職務の執行に関し保険期間中に提起された損害賠償請求（株主代表訴訟を含む）等に起因し
て、被保険者が被る損害賠償額が填補されることとなります。ただし、被保険者の職務の執行の適正
性が損なわれないようにするため、被保険者の故意による法令違反などの場合には填補の対象としな
いこととしております。

14.山之内督宗氏、松田華織氏、松永泰裕氏、川崎修一氏、横山友之氏は、2025年８月29日開催の臨時
株主総会までの間、会社法346条第１項の規定に基づく権利義務取締役でありました。各氏の同日時
点における担当及び重要な兼職の状況は以下のとおりです。
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会社役員の状況

(2) 取締役の報酬等
① 取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項

当社は、2022年10月14日開催の取締役会において、取締役（監査等委員である取締役
を除く）の個人別の報酬等の内容に係る決定方針を決議しております。
また、取締役会は、当事業年度に係る取締役（監査等委員である取締役を除く）の個人別
の報酬等について、報酬等の内容の決定方法及び決定された報酬等の内容が取締役会で決
議された決定方針と整合していることを確認しており、当該決定方針に沿うものであると
判断しております。
取締役（監査等委員である取締役を除く）の個人別の報酬等の内容に係る決定方針の内容
は次のとおりです。

a. 基本方針
当社取締役（監査等委員である取締役を除く）の報酬は企業価値の持続的な向上を図るイ
ンセンティブとして機能することを目的とした報酬体系とし、個々の取締役（監査等委員
である取締役を除く）の報酬の決定に際しては各職責を踏まえた適正な水準とすることを
基本方針とする。具体的には、固定報酬としての基本報酬及び株式報酬により構成してい
る。

b. 基本報酬（金銭報酬）
当社の取締役（監査等委員である取締役を除く）の基本報酬は固定報酬とし、役位、職
責、在任年数に応じて、会社業績との連動性を確保し、職責と成果を反映して総合的に決
定する。

c. 業績連動報酬の内容及び額又は数の算定方法の決定に関する方針
該当事項なし。

d. 非金銭報酬等に関する方針
当社の中長期的な企業価値及び株主価値の持続的な向上を図るインセンティブを付与する
ため、非金銭報酬として譲渡制限付株式を付与するものとし、付与数は役位に応じて決定
する。

e. 金銭報酬及び非金銭報酬等の割合の決定に関する方針
取締役報酬の構成割合については、当社と同程度の事業規模や関連業種・業態の報酬水準
を踏まえ、株主と経営者の利害を共有し、企業価値の持続的な向上に寄与するために、最
適な支給割合となることを方針とする。

f. 報酬等の付与時期や条件に関する方針
金銭報酬の支給時期等については、決定された報酬額は年俸とし、その支給時期は株主総
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会社役員の状況

会において選任された日の翌月から任期満了の月まで、12カ月にわたって定期同額で月
額報酬として支給する。一方、非金銭報酬の支給時期等については、取締役会の決定によ
るものとする。

g. 決定の全部又は一部の第三者への委任に関する事項
個人別の報酬額については、株主総会で承認された報酬等の総額の範囲内において、当社
の任意組織である指名委員会にて審議した上で決定し、その結果内容について取締役会に
通達するものとする。
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会社役員の状況

区分
報酬等の総額

（千円）

報酬等の種類別の総額（千円） 対象となる
役員の員数

（名）
基本報酬

業績連動
報酬等

非金銭
報酬等

取締役（監査等委員を除く）
＜う ち 社 外 取 締 役＞

31,800
(4,200)

31,800
(4,200)

－ －
９

(１)

取締役（監査等委員）
＜う ち 社 外 取 締 役＞

17,700
(17,700)

17,700
(17,700)

－ －
６

(６)

合計
＜う ち 社 外 取 締 役＞

49,500
(21,900)

49,500
(21,900)

－ －
15

(７)

② 取締役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
a. 取締役(監査等委員である取締役を除く)の報酬限度額は、2016年11月29日開催の第６
期定時株主総会決議において、金銭による報酬並びに株式報酬等の金銭でない報酬とを合
わせて、年額450,000千円以内(うち、社外取締役75,000千円以内)と決議しております。
当該株主総会終結時点の取締役(監査等委員である取締役を除く)の員数は、４名(うち社外

取締役は１名)です。

b. 監査等委員である取締役の報酬限度額は、2016年11月29日開催の第６期定時株主総会
決議において、金銭による報酬並びに株式報酬等の金銭でない報酬とを合わせて、年額
150,000千円以内(うち、社外取締役75,000千円以内)と決議しております。
当該株主総会終結時点の監査等委員である取締役の員数は、３名(うち社外取締役は３名)
です。

③ 当事業年度に係る報酬等の総額

（注）上記には、2024年９月17日付で辞任により退任した取締役２名を含めております。

④ 当事業年度に支払った役員退職慰労金
該当事項はありません。
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会社役員の状況

出 席 状 況 及 び 発 言 状 況 及 び 社 外 取 締 役 に
期 待 さ れ る 役 割 に 関 し て 行 っ た 役 割 の 概 要

取締役 松 永 泰 裕

権利義務取締役であった2025年８月29日までに開催された取締役
会21回のうち21回すべてに出席しております。税理士としての専
門的見地から、ガバナンス強化を踏まえた当社の管理・監督のた
め、議案審議等に必要な発言を適宜行っております。

取締役
(監査等委員) 河 野 芳 隆

同氏は、就任後に開催された取締役会全１回のうち１回すべてに、
また、就任後に開催された監査等委員会全１回のうち１回すべてに
出席し、金融、投資分野に関する専門的な知見と、企業経営者とし
ての豊富な実績及び高い見識に基づき、議案審議等に必要な発言を
適宜行っております。

取締役
(監査等委員) 阪 井 大

同氏は、就任後に開催された取締役会１回のうち１回すべてに、ま
た、就任後に開催された監査等委員会１回のうち１回すべてに出席
し、弁護士としての専門的見地から、ガバナンス強化を踏まえた当
社の再発防止策の実施の管理・監督等、議案審議等に必要な発言を
適宜行っております。

取締役
(監査等委員) 布 施 恭 祐

同氏は、就任後に開催された取締役会１回のうち１回すべてに、ま
た、就任後に開催された監査等委員会１回のうち１回すべてに出席
し、公認会計士、中小企業診断士及び税理士としての専門的見地か
ら、当社グループのガバナンス強化と、当社の改善計画に関する管
理・監督のため、議案審議等に必要な発言を適宜行っております。

(3) 社外役員に関する事項
① 他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

・取締役（監査等委員）阪井大氏は、大江・田中・大宅法律事務所弁護士であります。当
社と各兼職先との間には特別の関係はありません。
・取締役（監査等委員）布施恭祐氏は、布施恭祐公認会計士･中小企業診断士事務所代
表、ａｎｄＡパートナーズ合同会社代表社員及びａｎｄＡ税理士法人代表社員でありま
す。当社と各兼職先との間には特別の関係はありません。

② 当事業年度における主な活動状況
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会社役員の状況

出 席 状 況 及 び 発 言 状 況 及 び 社 外 取 締 役 に
期待される役割に関して行った役割の概要

取締役
(監査等委員) 川 崎 修 一

権利義務取締役であった2025年８月29日までに開催された取締役
会21回のうち21回すべてに、また、権利義務取締役であった2025
年８月29日までに開催された監査等委員会21回のうち21回すべて
に出席しております。弁護士としての専門的見地からガバナンス強
化を踏まえた当社の管理・監督のため、議案審議等に必要な発言を
適宜行っております。

取締役
(監査等委員) 横 山 友 之

権利義務取締役であった2025年８月29日までに開催された取締役
会21回のうち21回すべてに、また、権利義務取締役であった2025
年８月29日までに開催された監査等委員会21回のうち21回すべて
に出席しております。公認会計士としての専門的見地から、ガバナ
ンス強化を踏まえた当社の管理・監督のため、議案審議等に必要な
発言を適宜行っております。

取締役
(監査等委員) 橋 本 真 樹 夫

権利義務取締役であった2025年８月29日までに開催された取締役
会21回のうち21回すべてに、また、権利義務取締役であった2025
年８月29日までに開催された監査等委員会21回のうち21回すべて
に出席しております。証券の分野における長年の経験に基づき、ガ
バナンス強化を踏まえた当社の管理・監督のため、議案審議等に必
要な発言を適宜行っております。
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連結貸借対照表

（2025年８月31日現在）
（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額
（資　 産　 の　 部） （負　 債　 の　 部）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

仕 掛 販 売 用 不 動 産

販 売 用 不 動 産

未 収 還 付 法 人 税 等

未 収 消 費 税 等

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

工 具 、 器 具 及 び 備 品

機 械 装 置 及 び 運 搬 具

土 地

無 形 固 定 資 産

そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産

出 資 金

敷 金 及 び 保 証 金　

1,082,034

556,873

12,344

31,220

2,566

455,002

68

3,976

24,812

△4,829

141,789

106,336

0

0

73,826

32,510

0

0

35,453

70

35,383　

流 動 負 債 164,091
買 掛 金 219
一 年 内 返 済 予 定 の
長 期 借 入 金 14,883

未 払 金 15,779
未 払 法 人 税 等 11,101
設 備 関 係 未 払 金 37,049
賞 与 引 当 金 4,560
そ の 他 80,498

固 定 負 債 363,985
長 期 借 入 金 16,135
長 期 設 備 関 係 未 払 金 340,221
長 期 前 受 収 益 5,104
資 産 除 去 債 務 2,452
関係会社事業損失引当金 72

負 債 合 計 528,077
（純　 資　 産　 の　 部）
株 主 資 本 693,871

資 本 金 1,173,293
資 本 剰 余 金 782,554
利 益 剰 余 金 △1,034,337
自 己 株 式 △227,638

新 株 予 約 権 289
非 支 配 株 主 持 分 1,585
純 資 産 合 計 695,747

資 産 合 計 1,223,824 負 債 純 資 産 合 計 1,223,824

連 結 貸 借 対 照 表
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連結損益計算書

(2024年 9 月 1 日から
2025年 8 月31日まで)

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 606,547
売 上 原 価 578,318

売 上 総 利 益 28,228
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 327,877

営 業 損 失 299,648
営 業 外 収 益

受 取 利 息 443
そ の 他 28 471

営 業 外 費 用
支 払 利 息 12,603 12,603
経 常 損 失 311,779

特 別 損 失
減 損 損 失 4,811
解 約 違 約 金 5,940 10,751

税 金 等 調 整 前 当 期 純 損 失 322,530
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,482 1,482
当 期 純 損 失 324,013
非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 損 失 8,285
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 損 失 315,727

連 結 損 益 計 算 書
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貸借対照表

（2025年８月31日現在）
（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額
（ 資 　  産 　  の 　  部 ） （ 負 　  債 　  の 　  部 ）

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
売 掛 金
貯 蔵 品
販 売 用 不 動 産
前 払 費 用
一 年 内 回 収 予 定 の
関係会社長期貸付金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
工具、器具及び備品
機械装置及び運搬具
土 地

無 形 固 定 資 産
商 標 権

投 資 そ の 他 の 資 産
関 係 会 社 株 式
出 資 金
関 係 会 社 出 資 金
関係会社長期貸付金
敷 金 及 び 保 証 金
貸 倒 引 当 金

　

1,007,236
516,217
12,344

285
455,002
10,959

12,000

13,318
△12,889
134,318
106,336

0
0

73,826
32,510

0
0

27,982
3,171

70
14,357

247,000
10,383

△247,000
　

流 動 負 債 147,704
買 掛 金 219
一 年 内 返 済 予 定 の
長 期 借 入 金 14,883

未 払 金 14,924
設 備 関 係 未 払 金 37,049
未 払 費 用 2,531
未 払 法 人 税 等 10,569
預 り 金 21,781
賞 与 引 当 金 4,560
そ の 他 41,185

固 定 負 債 363,985
長 期 借 入 金 16,135
長 期 設 備 関 係 未 払 金 340,221
長 期 前 受 収 益 5,104
資 産 除 去 債 務 2,452
関係会社事業損失引当金 72

負 債 合 計 511,689
（純　資　産　の　部）

株 主 資 本 629,576
資 本 金 1,173,293
資 本 剰 余 金 782,554
資 本 準 備 金 382,541
そ の 他 資 本 剰 余 金 400,012

利 益 剰 余 金 △1,098,632
利 益 準 備 金 46,943
そ の 他 利 益 剰 余 金 △1,145,576
繰 越 利 益 剰 余 金 △1,145,576

自 己 株 式 △227,638
新 株 予 約 権 289
純 資 産 合 計 629,866

資 産 合 計 1,141,555 負 債 純 資 産 合 計 1,141,555

貸　借　対　照　表
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損益計算書

(2024年 9 月 1 日から
2025年 8 月31日まで)

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 585,060
売 上 原 価 552,013
売 上 総 利 益 33,046

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費
役 員 報 酬 50,900
給 与 手 当 55,411
支 払 手 数 料 103,224
地 代 家 賃 28,196
租 税 公 課 12,597
そ の 他 55,236 305,566
営 業 損 失 272,519

営 業 外 収 益
受 取 利 息 5,666
そ の 他 14 5,680

営 業 外 費 用
支 払 利 息 12,603 12,603
経 常 損 失 279,442

特 別 損 失
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 71,502
減 損 損 失 384
関 係 会 社 株 式 評 価 損 16,828
そ の 他 特 別 損 失 99 88,814
税 引 前 当 期 純 損 失 368,256
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 948 948
当 期 純 損 失 369,205

損　益　計　算　書
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連結計算書類に係る会計監査報告、計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
2025年10月23日

株式会社ジー・スリーホールディングス
取締役会　御中

監査法人アリア
東京都港区
代 表 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 茂 木 秀 俊
代 表 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 山 中 康 之

　監査意見
当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、株式会社ジー・スリーホールディングスの

2024年９月１日から2025年８月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対
照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠して、株式会社ジー・スリーホールディングス及び連結子会社からなる企業集団の当該連結
計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認
める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。

監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載され
ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独
立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明
の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

継続企業の前提に関する重要な不確実性
継続企業の前提に関する注記に記載のとおり、会社は、2023年8月期から３期連続して重要な営業

損失、経常損失、親会社株主に帰属する当期純損失を計上しており、依然として継続企業の前提に関
する重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在している。当該状況を解消又は改善するべく
対応策に取り組んでいるが、現時点では引き続き継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められ
る。なお、当該状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記載
されている。連結計算書類は継続企業を前提として作成されており、 このような重要な不確実性の影

連結計算書類に係る会計監査報告
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響は連結計算書類に反映されていない。
当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を

作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備
及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監
査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程におい
て、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違が
あるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆
候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合に
は、その事実を報告することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算

書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結
計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが
含まれる。

連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成するこ
とが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基
づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視する
ことにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬に

よる重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場か
ら連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能
性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込
まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに

－ 32 －
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対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、
意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、

監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に
関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の
見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手
した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して
重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認
められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要
な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事
項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査
証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能
性がある。

・連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び
内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価す
る。

・連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ
適切な監査証拠を入手するために、連結計算書類の監査を計画し実施する。監査人は連結計算書
類の監査に関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して
責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別し
た内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の
事項について報告を行う。

 監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守
したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去す
るための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガード
を適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載す

べき利害関係はない。
以　上
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独立監査人の監査報告書
2025年10月23日

株式会社ジー・スリーホールディングス
取締役会　御中

監査法人アリア
東京都港区
代 表 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 茂 木 秀 俊
代 表 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 山 中 康 之

　監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ジー・スリーホールディン

グスの2024年９月１日から2025年８月31日までの第15期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対
照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類
等」という。）について監査を行った。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表
示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。

監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されて
いる。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、ま
た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十
分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

継続企業の前提に関する重要な不確実性
継続企業の前提に関する注記に記載のとおり、会社は、2023年8月期から3期連続して重要な営業

損失、経常損失、当期純損失を計上しており、依然として継続企業の前提に関する重要な疑義を生じ
させるような事象又は状況が存在している。当該状況を解消又は改善するべく対応策に取り組んでい
るが、現時点では引き続き継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該状況に
対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記載されている。計算書類
等は継続企業を前提として作成されており、 このような重要な不確実性の影響は計算書類等に反映さ

計算書類に係る会計監査報告
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れていない。
当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内

容を作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセ
スの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当
監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程にお
いて、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相
違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な
誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合
には、その事実を報告することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算

書類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。

計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成するこ
とが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任があ
る。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視
することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬

による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の
立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生
する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合
理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに
対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さら
に、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監
査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関
連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の
見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手し
た監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重
要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認め
られる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不
確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見
を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基
づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ
る。

・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内
容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別し
た内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の
事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守
したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去す
るための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガード
を適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。
以　上
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監査等委員会の監査報告

監　査　報　告　書
当監査等委員会は、2024年9月1日から2025年8月31日までの第15期事業年度の取締役の職務の執行

について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

１. 監査の方法及びその内容
監査等委員会は、会社法第399条の13第1項第1号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容並

びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）の状況について、取締役及び使用人等から
その構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するととも
に、下記の方法で監査を実施しました。

① 監査等委員会が定めた監査等委員会監査等の基準に準拠した監査の方針、職務の分担等に従い、会社の
内部統制部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項
の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社において業務及び財産の状
況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の
交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

② 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、
会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計
監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に
掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を
受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計
算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、
連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

２. 監査の結果
⑴ 事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めま

す。
② 取締役の職務の執行に関する不正な行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められませ

ん。

監査等委員会の監査報告

－ 37 －
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監査等委員会の監査報告

常勤監査等委員 河 野 芳 隆 ㊞

監 査 等 委 員 阪 井 大 ㊞

監 査 等 委 員 布 施 恭 祐 ㊞

③ 内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制シス
テムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められま
せん。

⑵ 計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人監査法人アリアの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

⑶ 連結計算書類の監査結果
会計監査人監査法人アリアの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2025年10月23日
株式会社ジー・スリーホールディングス　監査等委員会

(注) 監査等委員河野芳隆、阪井大及び布施恭祐は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社
外取締役であります。

以　上

－ 38 －
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地図

交通

電車

ＪＲ各線・京浜急行線　品川駅（高輪口）より…徒歩10分
高輪口を出て横断歩道を渡り、左にお進みください。
(五反田方面）新八ツ山橋交差点の横断歩道を渡りホテルまで70m
京浜急行線　北品川駅より…徒歩３分
改札口すぐの歩道橋を渡り、品川駅方面へお進みください。新八ツ山橋交差点の横断歩道手
前を左へホテルまで70m

バス
ＪＲ品川駅高輪口（西口）都営バス⑥番乗り場（無料送迎バス）
※バスは、午前８時~午前10時までの間、約５分から10分間隔で運行されております。
※バスの乗車場所と降車場所は異なりますので、ご注意願います。

株 主 総 会 会 場 ご 案 内 図

会場　東京都品川区北品川四丁目7番36号
　東京マリオットホテル
　地下１階「アイリス/カメリア」

JR品川駅京急品川駅
高輪口

品川駅前 拡大図
品川プリンスホテル

送迎バス乗り場
交番

ウィング高輪WEST

橋
道
歩

交番

東横
イン

至横浜 至東京

高輪口

第一
京浜

第一
京浜

品川

第三
北品
川
病院

ガソ
リン

スタ
ンド

教会
新八ツ山橋 八ツ山橋

歩行順路

京急 品川駅

送迎バス乗り場

京急
 北品
川駅

JR品川駅

御殿山
トラストシティ

御殿山トラストシティ行
（都営バス⑥番乗り場）

東京マリオットホテル

橋
道
歩

ウィング高輪WEST

品川
プリンスホテル

歩道
橋

駅前の歩道橋をお渡りください

ウィング高輪、東横イン前の横断歩道をお渡りください

（お願い）
   会場近辺の道路は大変混雑することがありますので、お車でのご来場はご遠慮いただき
ますようお願い申し上げます。


